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研究成果の概要（和文）：発達障害のある幼児及び児童の養育者を対象とした家族支援プログラムを実施した。
幼児の養育者には、主に発達障害の特徴や子育てに関する知識及び方法を系統的に伝える心理教育プログラムを
実施した。プログラムの開始時及び終了時に参加者の抑うつ感及び育児ストレスの状態を測定し、プログラムの
実施前後における変化を分析し、プログラムの効果を検証した。児童の養育者には、主に子どもの行動の捉え方
や具体的な子育ての方法について伝えるペアレントトレーニングを実施した。プログラムの開始時及び終了時
に、参加者の養育態度及び子どもの適応行動の状態を測定し、プログラム実施前後における変化を分析し、プロ
グラムの効果を検証した。

研究成果の概要（英文）：Many caregivers of children with disabilities have special needs related to 
acceptance of disabilities and knowledge of parenting from early stages of their children’s 
development. However, they have little opportunity of early intervention focusing on these specials 
needs of caregivers.
We have piloted an early intervention program for caregivers of children with developmental 
disabilities, investigating effectiveness of the program. Measures on depression, parenting stress, 
parenting attitude and adaptive behavior were used. We also discussed necessary components and 
frameworks of the program which could enhance parenting attitude and adaptive behavior, and reduce 
depression and parenting stress of caregivers of children with developmental disabilities.

研究分野：発達障害、知的障害、特別支援教育心理学

キーワード： 発達障害　家族支援　心理教育　早期支援

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
プログラムに参加した養育者において、発達障害や子育てに関する知識やスキルを学ぶ経験を通して、養育行動
の改善や抑うつ感の低減、また子どもの適応行動の改善につながる可能性が示唆された。発達障害のある子ども
の養育者への支援のニーズを考えた時、子どもの診断の前後から、同じ立場の学び合いながら、障害に関する知
識や育児の具体的な方法などを体系的に習得する機会を提供することが重要である。客観的な指標を用いて効果
を検証しながら、プログラムの内容や方法について検討する必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

発達障害のある子どもの養育に当たっては、障害の特徴や育児の方法に関する多くの知識 を

養育者が持つことが望まれる。しかし、診断告知での衝撃が大きく、医療機関や相談機関を通

した情報提供では十分な知識が獲得されにくい。このため診断の前後、少し時間を置いたとこ

ろで、障害に関する知識や育児の具体的な方法などを体系的に習得する機会を提供することが

重要である。また、養育者が日常生活から離れた環境で、子どもと向き合い、同じ立場の親と

学び合いながら、子どもや自分自身を見つめ直す機会を提供することも重要である。養育者を

対象とした早期支援方法として、心理教育やペアレントトレニーニングなどのアプローチがあ

るが、各々では多様な支援ニーズに対応することは難しく、また複数のアプローチによる相互

的な影響や効果についても検討されていない。以上のことから、各アプローチの効果検証に加

え、複合的な効果についても調べる必要がある。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、発達障害のある子どもの養育者を対象に、障害や子育ての知識やスキルの

伝達を中心としたプログラムを試行し、効果検証可能で包括的な早期支援プログラムを開発す

ることである。 

 

３．研究の方法 

幼児の養育者には、主に発達障害の特徴や子育てに関する知識及び方法を系統的に伝える心

理教育プログラムを実施した。発達障害についての基本的な知識及びかかわり方の伝達、子ど

もの社会性、コミュニケーション、運動・感覚の発達や学習についての知識、教育や福祉のサ

ービスについての情報、将来の暮らしや仕事などについての見通し等のテーマについて講義の

内容を検討した。プログラムの実施者は、医師や言語聴覚士、作業療法士、心理士、医療ソー

シャルワーカー、ペアレント・メンターであった。プログラムの各セッションは約 120 分間

で、年間計 8回実施した。プログラムの開始時及び終了時に参加者の抑うつ感及び育児ストレ

スの状態を測定し、プログラムの実施前後における変化を分析し、プログラムの効果を検証し

た。 

児童の養育者には、主に子どもの行動の捉え方や具体的な子育ての方法について伝えるペア

レントトレーニングを実施した。子どもの行動の捉え方や記録の取り方、養育者のストレスマ

ネジメント、支援グッズの作成、課題解決への具体的な取り組み等のテーマについて講義及び

グループワークの内容を検討した。プログラムの実施者は、心理士、ペアレント・メンターで

あった。プログラムの各セッションは約 120 分間で、年間計 9-10 回実施した。プログラムの開

始時及び終了時に、参加者の養育態度及び子どもの適応行動の状態を測定し、プログラム実施

前後における変化を分析し、プログラムの効果を検証した。 

 

４．研究成果 

 幼児の養育者を対象としたプログラムに、計 11 名が参加した。参加者の性別は全て女性で、

平均年齢は 38.50 歳（標準偏差 5.70）であった。子どもの性別は男性が 9名、女性が 2名、月

齢は平均 45.91 か月（標準偏差 13.98）であった。プログラム前後の結果を比較したところ、

プログラムの終了時に、肯定的・否定的養育行動尺度の「意思の尊重」領域の得点が有意に高



く、また抑うつ尺度の「認知面」領域の得点が有意に低かった（それぞれ、t=2.87, p<0.05; 

t=2.87, p<0.05）。 

児童の養育者を対象としたプログラムに、計計 22 名がプログラムに参加した。参加者は全て

女性で、年齢は平均 40.95 歳（標準偏差 5.08）であった。子どもの性別は男性が 19 名（86.36％）、

女性が 3 名（13.64％）で、月齢は平均 85.01 カ月（標準偏差 21.89）であった。プログラム前

後の結果を比較したところ、「厳しい叱責・体罰」領域において、終了時の得点が有意に低かっ

た（t=2.22, p<0.05）。また子どもの適応行動について、Vineland-Ⅱの「コミュニケーション」、

「日常生活スキル」、「受容言語」、「表出言語」、「身辺自立」の領域において、終了時の得

点が有意に高かった（それぞれ、t=3,16, p<0.05; t=3,20, p<0.05; t=2.66, p<0.05; t=4.15, 

p<0.05; t=4.34, p<0.05 ）。「不適応行動」の領域において、終了時の得点が有意に低かった

（t=3.09, p<0.05）。 

上記のプログラムに参加した養育者において、発達障害や子育てに関する知識やスキルを学

ぶ経験を通して、養育行動の改善や抑うつ感の低減、また子どもの適応行動の改善につながる可

能性が示唆された。一方、養育者の育児ストレスは軽減されにくい傾向が示された。今後は、養

育者の育児における不安や悩みを解消するプログラムの内容と方法を検討する必要がある。 
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